
　今回の「いきいき広場」では、3 月まで角館高校スキー部で活躍し、アルペンスキー世界ジュニア選手
権 U-18 の部で見事優勝に輝いた、水谷美穂選手（現在は日本体育大学体育学部 1 年）をご紹介します。
　3 月の取材時、水谷選手は海外遠征中のため直接お会いすることははかないませんでしたが、本人から
メッセージを頂戴することができました。今後の更なるご活躍を願い皆様と一緒に応援したいと思います。

記事の掲載に関して角館高校スキー部部長、藤木剛先生より多大なるご協力を頂き心から感謝申し上げます。

今シーズンを振り返って
角館高校 3 年　スキー部 水 谷 美 穂

　今シーズンは、全日本チームとして８月下旬からヨーロッパに渡り、シーズン中は合宿や大会を転
戦しました。コロナの影響で先行きが見えない不安と、自分もいつコロナに罹ってもおかしくない状
況の中で活動している事に複雑な気持ちにもなりました。それでも感染対策をしっかり行い、１日１
日を大切に過ごしました。ヨーロッパでの生活に、初めは慣れないことばかりで悩んだり落ち込んだ
りしましたが、２月イタリアで開催される世界選手権へ出場できることが決まり、とても嬉しく思う
のと同時に、今までに感じたことのないワクワク感と緊張感がありました。スタート台に立った時は、
脚に力が入らなかったり、頭が真っ白になったり、味わったことの無い緊張感でいっぱいでした。結
果は残念ながら途中棄権となってしまいましたが、この残念な経験を生かし、技術面やメンタル面を
鍛え、次のビックイベントに備え練習に励みました。その後は、３月上旬ブルガリアで開催された世
界ジュニア選手権のＵ－１８の部で優勝することができました。大学生も含めた総合Ｕ－２１の部で
はトップと僅差だったため、戦えるという手応えを得て、来年に繋がる良いレースとなりました。３
月中旬、今シーズン最終戦のロシアで開催されたコンチネンタルカップでは、大回転で種目別優勝を
獲得し、来シーズンのワールドカップ個人出場権利を得て、戦うための土台を確保することができま
した。　長いシーズンでしたが、このように活動出来ているのも仙北市民の皆様を始め、角館高校の
皆さんの応援、先生方やスキー部後援会のご支援があってのことだと感謝しております。次のビック
イベントである来年２月の北京オリンピックに出場できるよう決意を新たにしているところです。今
後とも応援よろしくお願いします。

令和３年３月

※ 紙面の都合上、今回の「編集後記」は割愛させて頂きますのでご了承願います。

アルペン世界選手権 混合団体での水谷美穂選手＝イタリア・コルティナダンペッツォ
（写真提供：ゲッティ／共同通信イメージズ）

世界ジュニア選手権 U−18 表彰式
金メダルの水谷選手（中央）＝ブルガリア・パンスコ

いきいき広場
角館高校スキー部卒業生

（現 日本体育大学体育学部 1 年）

水 谷 美 穂 選手
アルペンスキー世界選手権出場
世界ジュニア選手権 U −18 の部優勝祝

水谷美穂選手プロフィール
・平成15年1月生まれ
・長野県 木曽町立開田中学校 出身
・全国総合体育大会 中学校スキー大会
　回転・大回転 優勝
・世界ジュニア選手権U-18 優勝
　などの戦歴多数
・全日本スキー連盟競技本部強化指定選手
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